







































































































うスポーツ」（Do Sport）、「みるスポーツ」(Spectator Sport)、「支えるスポーツ」( Sport 
Volunteer )、「つくるスポーツ」(Sport Planning )の関わり方があるだろう。これらの
うち第２、第３及び第４の享受の仕方は、これまでほとんど取りあげられてこなかったた
めか、バドミントンを上記のような４つの観点から検討したものは見当たらない。しかし













我が国に競技としてのバドミントンが紹介されたのは、1930 年代に YMCA の体育主事が
欧米視察から帰国した後といわれていた(兵藤,1972;松田,1980)。しかしながら、近年の研































的特性   
・シャトルを落とさないで、ラリーが続くようになると楽しい。      
   ・シャトルのフライトの変化に応じた身のこなしができ、打ち返せるようになると楽しい。 
   ・ショットが決まると楽しい。    
   ・ダブルスのゲームで、ペアが協力して勝てると楽しい。    
   ・ラリーが続かないと面白くない。    
   ・対戦相手が強すぎると面白くない。    
   ・ダブルスのゲームで、ペアの呼吸が合わず、うまく返せないと面白くない。   














































1. シャトルをラケットにのせる（ネット無）<forehand, backhand>    
 2. その場シャトル突き（ 〃 ）<forehand, backhand, fore and back>  
 3. その場高低突き（ 〃 ）<forehand, backhand, fore and back>     
 4. 歩行シャトル突き（ 〃 ）<forehand, backhand, fore and back>  
 5. 小走りシャトル突き（ 〃 ）<forehand, backhand, fore and back>  
 6. ２人組シャトル突き( 〃 ) <forehand, backhand>           
 7. ４人組シャトル突き( 〃 ) <forehand, backhand>           
 8. ２人組シャトル突き(弛ませたネット) <forehand, backhand>      
 9. ２人組シャトル突き(張ったネット) <forehand, backhand>         
10.ヘアピンにつなげる（ 〃 ）<forehand, backhand, fore and back>  
11.ヘアピン（ 〃 ）<forehand, backhand, fore and back>            
12.ショートサービスにつなげる(弛ませたネット) <forehand, backhand>           
13.ショートサービス（張ったネット）<forehand, backhand>                    
14.その場シャトル拾い（ネット無）<forehand, backhand>                  
15.その場シャトルホールド（ 〃 ）<forehand, backhand>               
16.２人組シャトルホールド( 〃 ) <forehand, backhand>         
17.２人組シャトルホールド(弛ませたネット) <forehand, backhand>  
18.２人組シャトルホールド(張ったネット) <forehand, backhand>    
19.ロングハイサービスにつなげる( 〃 ) <forehand>         
20.ロングハイサービス( 〃 ) <forehand>                   
21.ネット前ロビングにつなげる( 〃 ) <forehand, backhand>    


















































































表２ ２００６年度 第１種年次大会（18 年 4 月～19 年 3 月）  
                              ＜日バ協 HP から抜粋＞ 
          大   会   名 開催期間 開催地 
第 56 回全日本実業団バドミントン選手権大会 6 月 28 日 ～ 7 月 2 日 東京都 
第 24 回全日本レディースバドミントン選手権大会 7 月 28 日 ～ 7 月 30 日 石川県 
第 57 回全国高等学校バドミントン選手権大会 8 月 1 日 ～ 8 月 6 日 奈良県 
第 22 回若葉カップ全国小学生バドミントン大会 8 月 4 日 ～ 8 月 7 日 長岡京市 
第 30 回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会 8 月 5 日 ～ 8 月 6 日 京都府 
第 45 回全日本教職員バドミントン選手権大会 8 月 9 日 ～ 8 月 12 日 京都府 
第 36 回全国中学校バドミントン大会 8 月 17 日 ～ 8 月 20 日 徳島県 
第 7 回全国小学生 ABC バドミントン大会 8 月 18 日 ～ 8 月 20 日 千葉県 
日本スポーツマスターズ 2006 バドミントン競技 9 月 15 日 ～ 9 月 19 日 広島県 
第 49 回全日本社会人バドミントン選手権大会 9 月 15 日 ～ 9 月 20 日 石川県 
第 25 回全日本ジュニアバドミントン選手権大会 9 月 21 日 ～ 9 月 24 日 愛知県 
第 61 回国民体育大会バドミントン競技会 10 月 1 日 ～ 10 月 4 日 兵庫県 
第 23 回全日本シニアバドミントン選手権大会 10 月 7 日 ～ 10 月 9 日 北海道 
第 5 回日本バドミントンジュニアグランプリ 2006 10 月 21 日 ～ 10 月 22 日 宮城県 
第 19 回全国スポーツ・レクリェーション祭 10 月 21 日 ～ 10 月 24 日 鳥取県 
第 57 回全日本学生バドミントン選手権大会 10 月 27 日 ～ 11 月 2 日 京都府 
平成 18 年度全日本総合バドミントン選手権大会 11 月 14 日 ～ 11 月 19 日 東京都 
バドミントン日本リーグ 2006 10 月 28 日 ～ 12 月 24 日 大阪府他 
第 15 回全国小学生バドミントン選手権大会 19 年 1 月 4 日 ～ 1 月 8 日 大分県 
第１回全日本レディースバドミントン競技大会（個人戦） 19 年 2 月 28 日 ～ 1 月 3 日 大阪府 
第 7 回全日本中学生バドミントン選手権大会 19 年 3 月 25 日 ～ 3 月 27 日 福井県 













プロスポーツの観客動員数については、2004 年シーズン１年間でおよそ 8388 万人に達し
ており、公営競技を除いて最も観客が多かったのはプロ野球（2445 万人）となっている。 
表２は日本バドミントン協会（以下、日バ協という。2006）のホームページ（HP）に掲









ントンの試合を多く見ることが可能になった。特に SKY PerfecTV !（スカパー！）の 752ch
（チャンネル） は卓球・バドミントンの専門であるため、主要な大会以外にもライブ（生
中継）または録画でみることができるらしい。これらの情報は、わが国唯一の月刊バドミ
ントン専門雑誌の『バドミントンマガジン』（2006 年 11 月号及び他号）にも記事や広告が
載っている。ただし、筆者はスカパー！とは未契約のため見たことはない。 
























る。平成 17 年 11 月 9 日現在、競技別指導者の登録者総数は 106515 人である。内訳をみる
と、サッカーの 22656 人が最も多く、次いで水泳が 20669 人、スキーが 7578 人で３番目に
多くなっている。さらに、その中から抜粋して作成したものが表３である。バドミントン
については、指導員が 2068 人（全体の 2.3％）、コーチが 152 人（全体の 1.0％）となって
いる。教師は商業スポーツ施設などで専門的指導にあたる者で、今のところ水泳やスキー
及びテニスなどの７競技（資格）だけに認定された 4930 人しかいない。 
 
表３ 日本体育協会公認競技別指導者の登録者数 (平成 17 年 11 月 9 日現在） 
＜日体協 HP から抜粋＞（人） 
指導員 コーチ 教師   
資格名 
指導員 上級指導員 小計 コーチ 上級コーチ 小計 教師 上級教師 小計 合計 
全体 73568 15877 89445 8577 3563 12140 3325 1605 4930 106515 
バドミン
トン 
1541 527 2068 125 27 152 0 0 0 2220 
割合
（％） 







































    
これには、まずバドミントンの大会（イベントを含む）及び実技講習会（教室）などを
企画立案すること。さらに、それらを実施して成功した時の満足感や達成感などを味わう























































149063 箇所（62.2％）、大学・高等専門学校の体育施設は 9022 箇所（3.8％）、公共スポー
ツ施設は 56475 箇所（23.6％）、職場スポーツ施設は 8286 箇所（3.5％）、民間スポーツ施
設は 16814 箇所（7.0％）となっている。（文部科学省「体育・スポーツ施設現況調査」平
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How to Enjoy Badminton： 
Examination of Four Classifications Seen from the 




       
“A lifetime sport” means learning a sport as one of the activities continued 
throughout one’s whole life. The purpose of this paper is to see badminton from a 
lifetime sport theory perspective, and to propose four ways to enjoy it. 
There are four ways to enjoy (or to be involved with) badminton: (1) by playing 
it or coaching players, (2) by watching and being a spectator, (3) by supporting and 
volunteering the events, and (4) planning the events. 
